
 

 

 

 

 日に日に風が冷たくなり、すっかり冬の季節になりました。東京都ではインフルエンザの流行が拡大して

いますが、銀座中でも３年生がインフルエンザ感染症により学年閉鎖になりました。手洗いや換気、マスク

の着用等、日々の感染予防対策について改めて確認し、実践していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフルエンザワクチンの予防接種を

受けることで、インフルエンザ感染の予防

や、または罹患しても重症化のリスクを低

下させるという利点があります。個人差は

ありますが、効果が出るまでに約２～４週

間、効果のある期間は約３～５カ月と言わ

れています。受験生は受験に備え、早めに

予防接種を受けることをお勧めします。 

感染予防対策の基本は手洗い・うがいで

す。また、睡眠や食事などの生活習慣をき

ちんと整えることで免疫力が上がり、感染

症にかかりにくい身体になります。免疫力

を高めて感染症を予防しましょう。 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

流水でよく手をぬらし、 

石けんを泡立てて、 

手のひらをよくこすります。 

手の甲をのばすように 

こすります。 

指先・爪の間を手のひらに 

念入りにこすりつけます。 
指を組んで、指の間を 

洗います。 

親指を手のひらでつかんで 

ねじり洗いします。 
手首も忘れずに。 

最後に十分に水で流し、 
清潔なハンカチで水分を 

拭き取ります。 

濡れたまま 

放置すると、 
かえってウイルスなどが 

つきやすくなったり、 

肌の乾燥の原因にも 

なります。 

ハンカチを忘れずに！ 

令和 7年 11月 27日 

中央区立銀座中学校 

保   健   室 

 

 


